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１．国際会議

１．１　国内

会 議 名 及 び 内 容開 催 場 所期 間

「JNC/FZK（独国カールスルーエ国立研究所）鉛ビスマス中鉄鋼材料耐食性評価会合」大 洗
２００３年
４月２４，２５日

「JNC/SNL（米国エネルギー省サンディア国立研究所）地層処分システムの性能評価及び実
験的研究に関する会合」

大 洗５月７，８日

「JNC/NNC（カザフスタン共和国国立原子力センター）とのIGR炉を用いた試験技術会議」大 洗５月１９～２７日

「JNC/LBNL（米国エネルギー省ローレンスバークレー国立研究所）放射性廃棄物の地層処分
研究に関する会合」

東 海５月２７，２８日

「JNC/CEA（仏国原子力庁）次世代コード開発に関する会合」大 洗５月２８～３０日
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国際会議　　　　
海外派遣・留学　
主要外国人の来訪
国際協力協定　　
余剰兵器解体プルトニウム処分協力

１．２　国外

会 議 名 及 び 内 容開 催 場 所期 間

「JNC/NNC（カザフスタン国立原子力センター）FBR安全性研究に関するプロジェクト会議」
露　国
クルチャトフ

２００３年
４月２９日

「JNC/CEA構造健全性と免震技術に関する専門家会合」
仏　国
パリ
エクサンプロバンス

６月２～５日

「JNC/RIAR（露国原子炉研究所）BOR‐60照射試験に関する技術会合」
露　国
デミトロフグラード

６月２４～２６日

「JNC/CEA革新的な炉心及びプラント設計に関する専門家会合」
仏　国
エクサンプロバンス

６月２５～２７日

「JNC/KRI（露国フローピンラジウム研究所）アクチニド及び核分裂生成物分離・利用に関
する情報交換会合」

露　国
セントピータースブルグ

６月２９～７月１日

２．海外派遣・留学

目　　　　　　　　　　的期　　　　　間派 遣 ・ 留 学 先

運転者経験情報交換に関するプログラムの運営２００３年４月～２００５年４月
仏　国
世界原子力発電事業者協会
（WANO）パリセンター

高速炉概念検討の研究２００３年５月～２００４年６月
仏　国
カダラッシュ研究所

長寿命核分裂生成物核変換に関する研究２００３年６月～２００４年６月
仏　国
カダラッシュ研究所

放射性廃棄物処分に係る水理地質構造モデルの信頼性確認手法の研究２００３年６月～２００４年６月
米　国
ローレンスバークレー国立研究所
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３．主要外国人の来訪

訪 問 者訪 問 場 所訪 問 日

カザフスタン国立原子力センター（NNC）　トゥクバトゥーリン総裁大 洗
２００３年
５月２１日

仏国原子力庁（CEA）ゴーティエ原子力技術開発副本部長大 洗５月２８～３０日

４．国際協力協定

　特になし

５．余剰兵器解体プルトニウム（解体プル）処分

協力

（１）余剰核兵器解体プルトニウム処分のための
BN600用MOX振動充てん燃料集合体３体の製
造及び照射実証試験に関する共同研究
　ロシア原子炉科学研究所（RIAR）との共同研究
契約に基づき，４月から１体の燃料集合体の照射
後試験を実施している。外観検査の後，解体し，
現在燃料ピンの非破壊試験を実施している。

（２）振動充てんMOX燃料を装荷したBN600ハイ
ブリッド炉心の安全解析に関する共同研究

　ロシア物理エネルギー研究所（IPPE）との共同
研究契約に基づき，BN600のハイブリッド炉心化
に際しての安全性について評価及び解析を実施し
ている。
（３）ロシア余剰核兵器解体プルトニウムを用いた
振動充てん燃料製造に関する共同研究

　RIARとの共同研究契約に基づき，BN600ハイブ
リッド炉心へ燃料供給する設備の改造を実施して
いる。

（本社：国際・核物質管理部）


